
在英日本商工会議所のご紹介（１）

歴史： 1959年7月 英国法人 Japanese Chamber of Commerce in Londonとして設立

1974年6月 現在のJapanese Chamber of Commerce and Industry in the U.K.に改称。

目的： 日英両国間の経済ならびに通商関係の推進と発展に寄与すると共に、在英日本企業の利益の

伸長と擁護を図る。

英国に拠点を置く日本企業並びに日系企業、及び政府関係機関・法人のネットワークとして

会員法人相互の情報交換や親睦、事業への貢献を図る。

組織： 会員数：357社の法人 （2024年4月時点）

運営： 総会：年一度（10月） 理事会：四半期毎（1月、4月、7月、10月）

常設委員会： パーマストン委員会（講師を招いての昼食会の企画・運営）、

新会員並びに地域交流委員会、新企画委員会、広報委員会（会報の発刊）

役職員：会頭１名、副会頭５名、委員会委員長・部会理事２８名、理事合計３４名

事務総長、事務局員、名誉秘書（会頭会社付）



在英日本商工会議所のご紹介（２）

会議所の活動

1. 会員親睦、ネットワーク活動

新年賀詞交歓会 （毎年１月に開催）

在英日本企業対抗ゴルフ大会 （年１回、夏季に開催）

会議所／Japan Society親善ゴルフ対抗戦（年１回、秋季に開催）

新企画委員会イベント（ウォーキングツアー、施設の見学、競馬場観戦等）

2. 講演会（昼食会）

パーマストン昼食会（年３回程度、邦人の政治・経済界人、アーティスト等による講演）
Japan Societyとの共催による昼食会（年２回程度、英国の金融、企業、官庁人による講演）

3. セミナー

会議所主催・共催のセミナー（時節に応じたテーマで適宜開催、JETROとの共催等）

会員企業主催のセミナー・イベント（年間で70～80回程度、会議所後援による広報協力）

4. レセプション等

駐英国日本大使館が主催・共催する各種レセプション、英国内地域との交流ミッション等

5. 英国当局への意見表明等（大使館との連携）



在英日本商工会議所のご紹介（３）

会議所の部会について

1. 部会とは

業種別に17の部会を構成。毎年、各部会から1名（規模の大きい部会は2名）の代表を「理事」と

して選出し、会頭・副会頭・委員会委員長と共に、理事会を構成し運営している。

２．英国起業部会

業界の枠を超えて「英国で起業した企業」会員で構成される部会。英国起業部会からも理事を

選出している。現在、会議所会員の約１割がこの部会に所属しており、定期的に部会を開催して

いる。部会メンバー間の親睦を図ると共に、起業家同士の意見交換や相談の場にもなっている。



起業家部会理事 クラウリー利恵の紹介（４）

＜経歴＞

地元愛媛県の企業でグラフィックデザイナーとして働いた後、デザイン事務所「アドデコ

ラボ」を友人と立ち上げる。2004年に渡英し結婚。しばらくは子育てに没頭し、その後フ

リーランスとして仕事を再開。イギリスのグローバルブランドでのグラフィックデザイ

ナーを経て、日系コンサル会社でクリエイティブ部門のManagerを務める。

2015年末に自らの会社Pointblank Promotions Ltdを立ち上げ、海外での日本文化の発信を

目指す。グラフィックデザインの知識と経験をマーケティングに落とし込んだ新しい切り

口のブランディングを強みとし、2016年にGuilty Noodleというブランドを立ち上げ、50種

類以上のインスタントヌードルを集めたポップアップを実施。翌年には落語家・桂三輝の

ウエストエンド・ニューヨーク公演プロデュースの成功を果たし、会社の基礎を築く。

現在はグローバルブランドのマーケティング、 日本のタレント・アーティストの海外向け

プロモーションに加え、 ジェトロでプラットフォームコーディネーター（2020年～2024年

3月）として日本企業のサポートをしたり、中小企業や自治体のインバウンド・ アウトバウ

ンド双方のビジネスサポートなどを手がけている。



専業主婦から起業家へ - Guilty Noodleプロジェクトの紹介（５）

Guilty Noodleプロジェクトの概要と目的

1) プロジェクト概要

日本のインスタントヌードルをイギリスの若者にアピールするため、50-60種類のインスタン
トヌードルを集めたベンディングマシーンのポップアップを実施。

2) プロジェクトの目的

1.自分の会社と自分自身のプロモーション: 無名の主婦が作った会社から、話題になった面
白いプロジェクトを手掛けた会社として会社の知名度と自分自身の知名度を上げるため。

2.実践、経験を積むため: 全てのプロジェクトを自分で一から全て行った経験がなかったた
め、まずは自分で一通り行い、自信を持ってお客様へのサービスを提供したかった。

3) プロジェクトの詳細

1.マーケティング戦略: 独学で学んだマーケティング知識を実践。日本の感覚と現地の感覚
を融合させたプロモーション。

2.ポップアップイベント: お客様が自由に商品を選び、その場でインスタントヌードルを食
べられる体験型のインスタントヌードルバーを1ヶ月間実施。

3.映像制作と公演プロデュース: 桂三輝さん、サカクラカツミさんとのコラボレーションで
インパクトのあるビジュアルとプロモーション画像を制作。さらに、3分間の映像を制作し、
エジンバラフリンジでコラボレーションパフォーマンスを作り上げ、ウェストエンドで一回限
りの公演を実施。



専業主婦から起業家へ - Guilty Noodleプロジェクトの紹介（５）

４）成果

1. メディア露出: 香港のUマガジンやロンドンビジネスマガジンなどの

メディアに取り上げられ、自社の知名度向上に貢献。

2. 知名度向上: ポップアップイベントが多くの注目を集め、会社のプロ

モーションに成功。

3. マーケティングの自信獲得: 実践を通じてマーケティングのスキルを

磨き、自信を持ってクライアントにサービスを提供できるようになった。

4. 実践学習: 外注管理やパート

タイムスタッフの管理を通じて、

大学では学べない実践的なビジ

ネススキルを習得。



英国でのビジネス経験（６）

イギリスでのビジネス仲間の広がり

• 新しいスタートアップ同士での協力と仲間との繋がりを広げる

• 信頼できるビジネス仲間との出会いの重要性を実感

プロジェクトのインパクトの重要性

• プロジェクトの話で多くの人が興味を持つ

• 独自で考えチャレンジしてみたアプローチが自信に繋がる

幅広いビジネス交流

• 若いビジネスマンやクリエーターとの交流で新しい手法や市場
感覚を吸収

• 様々な分野の人々との交流を積極的に行う重要性



イギリスの情報を発信 - ウェビナー（７）

ウェビナーの目的と内容

* 日本企業にイギリス市場への進出へもっと興味を持っていただきい。

* イギリスへのビジネスを興味のある人たちへの最新情報を提供。

* イギリスでビジネスをする日本人たちの生の声をお届け。

次回の予定

* 日時: 7月30日、イギリス時間の11時より開催予定

* ゲストスピーカー: Dojima Sake Breweryの橋本清美さん

イギリスで初めて日本酒の醸造所を設立し、フォーダムアビーで日本文化を海外へ広める活動をされている女性起業家。

ウェビナーの情報

• 9月の予定: 3CS弁護士事務所の代表、三富博子さんをお迎えして、彼女自身の会社設立の経緯や

  イギリスでのビジネスについてお話しいただく予定。

* 来年の計画: 実際のリアルな交流会をロンドンで開催し、イギリスで起業している人たちと直接会える機会を提供予定。

参加方法

* ポイントブランクプロモーションズのサイトにて登録してご参加。pointblankpromo.com

* ご不明点やご質問があれば、お気軽にお問い合わせください。
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